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                                   平成 26 年 1 月 9日 

各  位 

                        会 社 名 エコートレーディング株式会社 

                        代表者名 代表取締役社長 高橋 一彦 

                             （コード番号 7427 東証第一部） 

                        問合せ先 常務取締役管理本部長 堀 和仁 

                         （ T E L ０７９８－４１－８３１７ ） 

 

通期業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 25 年 10 月 8 日に開示しました業績予想を下記のとお

りに修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 
１．当期の連結業績予想数値の修正（平成 25 年 3 月 1日～平成 26 年 2 月 28 日） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 １株当たり当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 75,800 440 440 242 40.09

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 74,610 202 200 △111 ― 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △1,190 △238 △240 △353 ― 

増  減  率 （  ％  ） △1.6 △54.1 △54.5 ― ― 

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 5 年 2 月 期 ） 
75,954 568 647 356 59.05

 

２．修正の理由 

   当第 3四半期累計期間におけるペット市場は、成長力鈍化（飼育頭数の伸び悩みや飼育生体の小型

化）が続く中、低価格志向が依然として強く、厳しい状況で推移致しました。 

   このような状況のもと、小売業様との商品の共同開発に注力いたしましたが、商品の開発及び配荷

の遅れの影響により販売額が伸び悩み、さらに、低価格志向の影響によりペットフード及びペット用

品の販売単価が下落し、小売業様の要望に応える為の物流再編を行なったことにより一時的にコスト

が上昇しました。これらを踏まえ、通期連結業績予想の売上高、営業利益、経常利益が前回発表予想

を下回る見通しとなりました。また、当第 3四半期にて特別損失の計上により、当期純利益について

も前回発表予想を下回る見込みとなりました。 
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３. 特別損失の主な内容 

   当社子会社であるココロ株式会社は、インターネット通販事業の拡大を推進してまいりましたが、

当該事業を取得した時に検討した事業計画において当初想定していた収益が、その後の状況変化等に

より見込めなくなったことに伴い、のれんの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損

損失として 1億 8千万円を特別損失に計上いたしました。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料発表日現在において、入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 

 


